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一般質問

問	

文
鳥
生
産
農
家
の
数
は
。

答	

農
政
課
長　
把
握
し
て

い
る
農
家
は
２
軒
。

問	
３
月
に
掲
載
さ
れ
た
文
鳥

の
新
聞
取
材
で
の
担
当
窓
口
お

よ
び
取
材
の
詳
細
は
。

答	

農
政
課
長　
商
工
観
光

課
で
は
、
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

と
市
勢
要
覧
か
ら
文
鳥
を
外
し

た
こ
と
を
説
明
し
、
文
鳥
の
オ

ブ
ジ
ェ
を
紹
介
。
農
政
課
で
は
、

生
産
農
家
が
２
軒
と
説
明
し
、

内
１
軒
を
紹
介
し
た
。

問	

愛
西
市
に
あ
る
県
立
佐
屋

高
校
へ
の
支
援
は
、
行
政
区
が

違
い
、
難
し
い
の
か
。

答	

農
政
課
長　
生
産
農
家

の
了
解
が
得
ら
れ
る
な
ら
、
技

術
指
導
交
流
と
い
う
形
で
支
援

が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

問	

文
鳥
文
化
お
よ
び
技
術
伝

承
と
い
う
意
味
合
い
で
の
市
の

考
え
は
。

答	

市
長　
白
文
鳥
発
祥
の

地
で
あ
り
、
文

鳥
の
特
産
地
で

あ
っ
た
歴
史
的

事
実
を
継
承
し

て
い
き
た
い
。

問	

海
部
管
内
の
石
綿
管
延
長

数
４
８
５
㎞
の
内
、
対
策
済
は

55
㎞
で
改
修
率
11
・
３
％
で
あ

る
が
、
当
市
の
現
状
は
。

答	

開
発
部
長　
事
業
完
了

地
区
は
２
地
区
。
事
業
化
さ
れ

て
い
る
の
は
４
地
区
。
総
延
長

約
２
９
０
㎞
（
う
ち
石
綿
管
１

４
９
㎞
）。
24
㎞
が
整
備
完
了
。

改
修
率
は
８
・
３
％
。

問	

負
担
割
合
は
、
国
50
％
、

県
36
％
、
市
13
％
、
地
元
１
％

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
年
度
か

ら
の
負
担
割
合
は
。

答	

開
発
部
長　
県
負
担
率

が
40
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
市

負
担
率
は
４
％
引
き
下
げ
ら
れ

９
％
と
な
っ
た
。

問	

大
規
模
地
震
に
お
け
る
、

国
庫
補
助
金
の
暫
定
法
、
激
甚

法
と
は
。

答	

開
発
部
長　
暫
定
法
の

基
本
補
助
率
は
、
農
地
50
％
、

農
業
用
施
設
65
％
で
あ
る
が
、

激
甚
法
が
適
用
さ
れ
れ
ば
補
助

の
嵩
上
げ
が
さ
れ
、
最
大
90
％

程
度
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

問	

本
市
は
条
件
不
利
地
域
で

あ
る
が
、
地
元
負
担
金
が
重
荷

に
な
る
の
で
は
。
総
括
的
な
市

の
考
え
は
。

答	

市
長　
土
地
改
良
事
業

は
、
安
心
・
安
全
の
た
め
の
事

業
。
特
々
事
業
以
外
の
事
業
に

も
市
負
担
軽
減
を
求
め
た
い
。

激
甚
災
害
時
の
市
負
担
は
心
配

で
あ
り
、
国
、
県
の
補
助
を
要

望
す
る
。

問 

消
え
ゆ
く
弥
富
の
文
鳥

答 

高
校
と
の
協
議
を
持
ち
た
い
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市政会

問
答

特々事業における
石綿管改修

本年度、市負担
割合引き下げ

▲市内電話ボックスの文鳥オブジェ（国道１号線）

�！ ���特々事業とは
特定農業用管水路特別対策事業

６
月
議
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

特
集
（
金
魚
の
学
校
）

お
し
ら
せ

一
般
質
問


